


    
    


    




    ほたるを見に行った
    今、ホタルがいっぱいいるよーと聞いた。

午後8時ごろが一番飛んでるよ。

こんな暗いニュースばかりの時はホタルを見て静かな時間を過ごしたい。



でも真っ暗な場所。一人で行くのは、気味が悪い。

お一人様の知人に声をかけてみた。

ワーッ嬉しい、行く行く！行きたいと思ってたの、でも一人じゃね、、、と思っていたの。



一緒に車で出かけた。10分もすると到着。

真っ暗の道。でも着いたら車が10台ぐらい止まっていた。

こんな所に人が来るんだー、ツイッターで流れたのかしら。

そういえばどこどこで魚が釣れてるよ、とツイッターで流れるとも聞いた。



ホタルはいっぱい。とっても静か。時々わースゴイという声が遠くに聞こえるぐらい。

それと足音。やっぱり一人では来れないな。

知人とゆっくりゆっくりホタルを見ながら水のほとりを歩いた。

懐中電灯のライトをつけるとホタルが寄ってくるんだね、すぐそばにきて葉に止まるのもいる。



こんなやさしい時間っていいな。

空の星もきれいで、星が降ってきてるみたいね。

帰る頃にはだあれもいなくなっていた。ちょっと遠回りして、夜、ヤギはどうしてるのか見に行こう、と。

中学生ぐらいの男の子が自転車で3人、そばを走ってる子が2人、横を通り過ぎた。

かわいいねぇ、中学生がホタル見に来たんだねー。こういう風景好き。



1時間ぐらいの夜のお出かけは終了した。

楽しかったねー、又さそってねー。

うん、こんな真っ暗闇の中、一人なんて無理だもん。

お互いに誰にも気を使わないお一人様同士。いい時間を過ごせた。







    親切な人々
    作業所のメンバーと山に落ち葉を取りに出かけた。

車をＵターンさせようと、ぎりぎりのわき道に入った。ぬかるみにはまってしまった。

このところ雨が多かったからね。

タイヤは空回りするのみ。動かない。かませるものを探したけれど何もない。

どんどん埋まってしまう。。。



どうしようか。。。。

助けを求めるしかない、車を引っ張ってくれないと抜け出せないよ。



山に入る途中、電気工事の車が何台かいたよね、あの人達に頼もうよ。

無理ですよ、仕事してるのに、、、引っ張るロープとかもないし、、、、

大型の工事の車なんだから何でも持ってるでしょ、それしかない。

行ってきます、と若い彼は走って山道を下った。

私とメンバーは落ち葉を集めて袋に入れていた。落ち葉は畑に漉き込むの、有機栽培の野菜作りしてるから。



なかなか来ない、彼のケータイに電話したけれど、電波の届かない・・・と音声が流れてくる。
ようやく大きな車が来た。20分ぐらい下った、遠かったーと彼。

ロープでつないで、何やら出して、固定して、私とメンバーは車を押した、けど軽かったなぁ、引っ張る力がすごくて。

工具のかたまりみたいな頼もしい車だった。



こんなに親切な人々がいるんですよ、この地には。

車がぬかるみにはまってしまったので助けてほしい旨を言うと、その中の大将は、いともかんたんに、イイヨ、2人ぐらい行ってやれ、と言ったそうだ。



本当に助かった。若い彼はとっても疲れただろうに、、、、皆親切なんですね、工事の人に頼むなんて考えられない。。。と。

そう、この地はね、皆助け合うの。とっても感謝です。ありがとう。



思ったこと。

私たち庶民はみんな助け合うんです。政治を担う方々、足を引っ張り合ってどうするんですか、私たちの税金で。

日本人を見習って下さい。

そう、マンガにありましたねぇ。日本人は助け合うのよと言った大人に、子供が霞ヶ関って国はどこにあるの？と。







    もうケガしたの？
    末子が大学の部活で膝を痛めたという。

膝にギブスで松葉杖。自転車に乗れないから電車通学になると。

で、医療費と交通費がかかるので、ちょっとお金が足りない、、、、

来月の生活費を前借りしたいんだけど。



これだけの事を3分ぐらいでしゃべって電話を切った。



私の頭の中はいろいろと想像を膨らますのみ。

近くに居ても、遠くに居ても、心配は同じ。

私にはどうすることもできない。

元気でいてくれるだけでいいんだけど、ダメじゃん。







    補助解説員、だんだん自信なくすよ
    光るきのこの補助解説員、ガイドボランティア。

ガイド研修は、すでにガイドをやっている人が先頭で私は最後尾について、時々足元をライトで照らしながら歩く。



真っ暗闇。

もともとの道がわからないんだから、ついて歩くのが精一杯。

どうなってるんだこの道は。。。根っこが出ているので気をつけて下さいと言いながら、私自身が一番危なっかしいよ。

さすがにガイドをやってる人は口調もなめらか。

同じ人のガイドでも、いつも同じことをしゃべっているわけでもない。

お客様に合わせているのだろう。



私は2回ついて歩き良い運動になる。

やっぱり遠近両用のメガネ買わなくっちゃ。だってエナシラッシタケ、小さくてよく見えないんだもの。

光ってるのはわかるけど。

突如、質問された。

えーと、ハイ、これは菌糸で、、、ヤコウタケの菌糸は、光るんです。

ワー、スゴーイ！

反応してくれた。私の言葉に！



これまで4人のガイドの方に同行して研修した。

それぞれだ。

帰り道、星の話になった。これは私はお手上げ。



あと3回ぐらいで一人立ちできますよ、なーんて。自信なくしてるとこなのに。。。







    今日一日の事だけ考えて過ごす
    乃南アサさんの「ニサッタ、ニサッタ」

この中の、この部分が好き。

読んでいくとあるよ。気づく人と通り過ぎる人がいるよね、きっと。



とってもつらい思いをしている青年におばあさんが言う。

「こんなにつらい時は、今日一日の事だけ考えて過ごせばいい。他の事は考えんでもいい」と。



誰だってつらい時がある、目の前が真っ暗になって、明日からのことを考えて途方にくれ、どうしようもなく痛かったり、凹むことはある。

そんな時は、もう何も考えなくていい、今日一日の事だけ考えて過ごせばいい。



そのおばあさんの言葉に、青年は救われたかもしれない。

私も救われた一人。他人のどんな言葉かけより救われた。

だから私も時々このおばあさんの言葉を使わせてもらうの。







    たかがタイ焼きだけどさ。
    この地にはタイ焼きを焼いているお店はない。

冷凍食品のタイ焼きぐらいだ。



月に一度だけ催し物のような感じで特別にタイ焼きを焼いて売るとチラシにあった。

お昼頃行った。もうないだろいと思ったらテントの下にまだ10個ぐらいあった。

ラッキーと思ったものの、次々と全部が袋に詰められた。

そばにいた人が全部買ってしまった～

隣では、オバチャンが、私にも2つでいいから分けてちょうだいよ、と言っていたが

ダメだった。

それでタイ焼きは販売を終了した。



限定50個の販売だったからしかたないか。

私も1個欲しかったなぁ。







    ドンジャラホイ。
    ホタルを見に行った時のこと。

一緒に行った彼女がドンジャラホイって知ってる？と。

何それー、知らない。

森の木陰でドンジャラホイ、あ、歌ね、知ってる。

この地へ来て初めて分かったという。月明かりの明るさが。

2番か、3番の歌詞に月明かりで小人がお祭りをする時の歌、ドンジャラホイ、へー、そうなんだ。



たしかに月明かりというのは、都会では考えもしなかった。

街灯の方が明るいし、街明かりが消える前に寝てしまう。空を見上げることもなかったように思う。



街明かりがほとんどないこの地では月明かりはとても明るい。

そうか、こんな夜に小人さんが出てきて踊るのかー



ドンジャラホイ、ドンジャラホイ、いい響きだね。







    おいおい。。。路肩に座らないでよぉ～
    車の渋滞はないはずなのに、朝なぜか渋滞している。

片側の歩道の工事で赤いポールがかなり長く続いて置いてあるせいか皆車の速度は落とす。

車は一人一台という地域なので、朝はなんとなく車は多い、でもつながっても2-3台。



それにしても、ノロノロすぎだ。

近くに来てやっとわかった。

おじいさんがもう片方の歩道の路肩に腰掛けていた。

車の流れを観察しているかのようだ。



おいおい、あなたのせいで車はノロノロなのよ。

このおじいさん、朝、そのあたりをウロウロしてるんだよね。

路肩に座らないでよぉ、いつ立つかわからないから、みんなノロノロ運転。



でもだれもクラクション鳴らさないし、イラつくでもない。全くもうっ、しょうがないなぁ、ぐらいだね。

ここいらの風景は朝でもそんなのんびりした風景なの。

久しぶりに渋滞を味わった。







    夏に昆布茶を飲む。
    暑くて、水分補給ばかり。

畑作業もパンを焼くのも訪問入浴も全部汗だくの仕事。でも好きな仕事。

それに汗っかきの私。人一倍汗っかきみたいで、、、一番働いている様にみえるけど、こんな汗っかきはオバサンそのものなのかしら。

水分補給だけはしっかりと。



でも汗ってしょっぱいから、塩分もとらなきゃ。

私、血圧高くて降圧剤飲んでる身。



昆布茶だ！

昆布茶は塩分強くて避けていたけれど、熱い昆布茶を飲んでみようと昆布茶を買ってみた。

ダメなら料理にも使えるし。

うーん、暑い日の熱い昆布茶、なかなかいい。

そのかわり飲むのは家でね、ものすごい汗が出るから。







    リサイクルショップ大好き！
    小さなリサイクルショップがある。

民家の一部で、履物をぬいで上がる。せまい部屋に何やかやいっぱい。

せいぜい3人ぐらいしか入れない。

ゆっくり見てってね、と隣の部屋は居間みたい。



アンティークもあるし、古着も着物も食器も雑貨も家具も。畳んであったりハンガーにぶら下がっていたり。

男性用、女性用、子供用、パンツ等見やすいように仕分けしてある。

こういう中から探すの、本当に大好き。見たらそのままでいいよ、畳まなくていいからねー。

Ｔシャツ3枚とフードのついた上着、品物が入ってるカゴがアンティークで素敵だったので、こんなのが欲しいんだけど、、、と言ったら、中身を出していいよ、と。300円だった。ウフフ。合計1800円。オマケに新品のハンカチ好きなの持って行ってと。



いいねぇ、サイズが合う人は、と店のオバチャン。

そう、私の特技は既製服が無理なく着れるということかも。還暦になっても20代の時とサイズ同じなの。もちろん体型は変わったけどね。



又、行ーこうっと。







    政治の話はしんどい。しばらく芸術について語りたい。と。
    新聞で哲学者の梅原猛さんが「思うままに」という欄で文章を書いておられる。

これまでにもかなり原発について書いておられた。哲学的というのはこういうことを言うのかと、私にも理解できるかみくだいた言い方で今回の原発事故に昔から反対の立場をとってきたこと等、惹きつけられたた文章だった。



が、今回は、政治の話はしんどい、、、、と。

しばらく芸術について語りたい、とあった。



新聞を読んでたまらない気持ちになる、これでもかと不安をあおられ、トップのやっていることはもうあきれるばかり、、、

新聞はもう読まないでおこう、私自身がめげそうだもの。。。

でも全く無関心でいられるはずもなく、日本中のみんなが今つらい気持ちと、どうにかしなければ、関心をもたなければ、意思表示をしなければと思っているに違いないんだ。。。



こんな暑くて体力ごともっていかれそうな時、現地の方は、、と思うとさあ今日も仕事に励もうと思うのだが。。。







    ケータイの音が出ないようにしたいんだけど、、、
    光るキノコのガイドボランティアに行く前に、ケータイの呼び出し音を消したかった。

案内をしている時に、ケータイが鳴るなんてマヌケなことは避けたい。

でも、どうやったら鳴らないようになるんだろ。

私は知らない、、、、



末子に電話。長く呼び出していたけどつながった。

ねぇ、私のケータイの音が出ないようにしたいんだけど、どうやるの？

マナーモードってこと？うんそれ。

＃の長押し。わかった、ありがと、じゃあねー。



たったこれだけの会話。ケータイって便利だねぇ、すぐ聞ける。

末子のため息が聞こえる前に電話を切った。







    ガイドデビュー
    どさくさにまぎれて、光るキノコのガイドデビューをした。

えっ、今日？

1回目は後ろについて歩き、お客さんが来たら3回目はやってみてと。

もう今晩はお客さん来ないなーと思っていたら、7人が走っていらっしゃった。



7人ぐらいから始めた方がいいですよ、これから夏休みにはいるとどんどん多くなりますから、、、と。

声も上ずり、不安なまま歩き出す。

千葉から来たと言う理科系女子と教授で、ノリもよく、こちらが説明しようとしていることを質問してくれるので助かった。

分からないことは、分かりませんということです。ハイハイ、そう言いました。



たった20分～30分の案内だけれど暗くてガイドの持つ暗いライトのみというのもいい感じ。

まさに幻想的な世界だ。

まあまあだったと言われ、ほっとする。家に帰ってからなぜか興奮して話した事をたどる。

いつも寝付けないけれど、もっと寝付けなかった。

楽しい～。







    昨夜までつながっていたネットが、今日はつながらない！
    朝、パソコンを開くとページを表示できません、とかなんとか全然わけがわからない！

昨夜まで普通に見れたのに。雷も落ちていない。

あー、どうしよう。。。

息子たちとのチャットもダメ、すべてダメ。

夜になるとつながるかも、と意味不明のことを考える。



ＮＴＴに電話してみた。この場合は1を、この場合は2をと音声が流れてくる。

どの場合かがよくわからないのだ、私は。

さらに、ただ今の時間は大変混雑しています、でも受付時間が終了しそう、、、待つぞー、かけ直してたら終了してしまう。。。

つながった。あの、あの、昨日までネットが見れたんですが、今日は見れないんです。

お調べいたします。、、いくつかのランプの確認をして、一度全部の電源を抜いて、こちらの方は問題なくつながっております、とさらに光の方の電話番号を教えてくれた。

もう汗びっしょり。

教わった番号に電話してみた。この場合は1、この場合は2ともう一度お聞きになりたい方は、、、と音声が流れる。私はもう一度お聞きになりたい方だ。よくわからないけれど、料金ではないし、新たに契約でもないし、と最後に残った番号を押した。そして、ただ今の時間は大変混雑、、、のテープ。

スムーズじゃない人、多いんだな、何人もで対応してるんだろうに。



やっとつながった。

パソコンのそばに白い箱が二つありますか、パワーという所ににランプはついていますか、エッ、老眼鏡で見てもよく見えない、パワーパワー、、、一番上のランプです、あ、ついています。

今パソコン開いておられますか、ハイ。ではスタートボタン、右クリック、何とかを選んで、、、、あのう、よくわからなくて、、、、設定を変えてみましょうか、わかりません、どなたか近くに、、、だれもおりません。あのう、ここのランプ、緑じゃなくて赤なんですけど、あっ消えました、つきました、、私を相手にするのは大変だろうなぁ、、、スミマセン落ち着いて考えてみます、と電話を切った。

頭の中はもうパンク寸前！ダメだー、、、誰かネットが繋がるようにしてちょうだい。

パソコンが使えないまま何日も過ぎた。でもこのままじゃダメだ、何とかしないと。うーん。



その後、プロバイダに電話したり、てんやわんや。



やっと無事につながった。お世話をおかけした方々、ありがとうございました。

調べ物がほとんどだけど、大分依存してるなー、ないと困るなー。
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